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【手続補正書】
【提出日】平成29年6月8日(2017.6.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記（Ａ）成分を５質量％以上、４０質量％以下、下記（Ｂ）成分を５質量％以上、５
５質量％以下、下記（Ｃ）成分を２０質量％以上、７０質量％以下、下記（Ｄ）成分を硫
酸マグネシウムの無水物換算で０．５質量％以上、１２質量％以下、及び下記（Ｅ）成分
を０．１質量％以上、７質量％以下含有し、
　（Ａ－１）と（Ａ－２）の質量比である（Ａ－１）／（Ａ－２）が、０．６以上、５以
下であり、
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　（Ｅ）成分中の（Ｅ－１）炭素数１２の脂肪酸又はその塩の割合が、５０質量％以上で
ある、
衣料用粉末洗剤組成物。
（Ａ）成分：（Ａ－１）直鎖アルキルベンゼンスルホン酸のアルカリ金属塩又はアルカノ
ールアミン塩及び（Ａ－２）アルキル硫酸のアルカリ金属塩又はアルカノールアミン塩
（Ｂ）成分：炭酸塩及び非晶質ケイ酸塩から選ばれる１種以上の水溶性アルカリ無機塩
（Ｃ）成分：（Ｄ）成分を除く、硫酸塩及び金属塩化物から選ばれる１種以上の水溶性中
性無機塩
（Ｄ）成分：水溶性マグネシウム塩
（Ｅ）成分：炭素数１２以上、１８以下の脂肪酸又はその塩
【請求項２】
　（Ｄ）成分が、硫酸マグネシウムの無水物、硫酸マグネシウムの水和物及び塩化マグネ
シウムの水和物から選ばれる１種以上の化合物である、請求項１記載の衣料用粉末洗剤組
成物。
【請求項３】
　下記（Ａ）成分を５質量％以上、４０質量％以下、下記（Ｂ）成分を５質量％以上、５
５質量％以下、下記（Ｃ）成分を２０質量％以上、７０質量％以下、下記（Ｄ）成分を硫
酸マグネシウムの無水物換算で０．５質量％以上、１２質量％以下、及び下記（Ｅ）成分
を０．１質量％以上、７質量％以下含有し、
　（Ａ－１）と（Ａ－２）の質量比である（Ａ－１）／（Ａ－２）が、０．６以上、５以
下であり、
　（Ｅ）成分中の（Ｅ－１）炭素数１２の脂肪酸又はその塩の割合が、５０質量％以上で
ある、
衣料用粉末洗剤組成物。
（Ａ）成分：（Ａ－１）直鎖アルキルベンゼンスルホン酸のアルカリ金属塩又はアルカノ
ールアミン塩及び（Ａ－２）アルキル硫酸のアルカリ金属塩又はアルカノールアミン塩
（Ｂ）成分：水溶性アルカリ無機塩
（Ｃ）成分：（Ｄ）成分を除く、水溶性中性無機塩
（Ｄ）成分：硫酸マグネシウムの無水物及び硫酸マグネシウムの水和物から選ばれる１種
以上の化合物
（Ｅ）成分：炭素数１２以上、１８以下の脂肪酸又はその塩
【請求項４】
　（Ｅ）成分中の（Ｅ－１）炭素数１２の脂肪酸又はその塩の割合が、８０質量％以上で
ある、請求項１～３の何れか１項記載の衣料用粉末洗剤組成物。
【請求項５】
　（Ａ－１）成分が、炭素数１０以上、更に１２以上、そして、１５以下、更に１４以下
の直鎖アルキル基を有する直鎖アルキルベンゼンスルホン酸塩である、請求項１～４の何
れか１項記載の衣料用粉末洗剤成物。
【請求項６】
　（Ａ－２）成分が、アルキル基の炭素数が１２以上、１８以下のアルキル硫酸塩である
、請求項１～５の何れか１項記載の衣料用粉末洗剤成物。
【請求項７】
　（Ｂ）成分として炭酸塩と非晶質ケイ酸塩とを含有し、炭酸塩と非晶質ケイ酸塩の質量
比である炭酸塩／非晶質ケイ酸塩が０．１以上、２０以下である、請求項１～６の何れか
１項記載の衣料用粉末洗剤成物。
【請求項８】
　（Ａ－２）成分と（Ｂ）成分との質量比である（Ａ－２）成分／（Ｂ）成分が、０．１
以上、１０以下である、請求項１～７の何れか１項記載の衣料用粉末洗剤組成物。
【請求項９】
　（Ａ－２）成分と（Ｅ）成分との質量比である（Ａ－２）成分／（Ｅ）成分が、０．５
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以上、３０以下である、請求項１～８の何れか１項記載の衣料用粉末洗剤成物。
【請求項１０】
　（Ｅ）成分と（Ｄ）成分との質量比である（Ｅ）成分／（Ｄ）成分が、０．１以上、５
以下である、請求項１～９の何れか１項記載の衣料用粉末洗剤成物。
【請求項１１】
　更に、（Ｆ）アルキル基の炭素数が１０以上、２０以下であり、アルキレンオキシ基の
平均付加モル数が０．５以上、４以下であるポリオキシアルキレンアルキルエーテル０．
０１質量％以上、５質量％以下を含有する、請求項１～１０の何れか１項記載の衣料用粉
末洗剤成物。
【請求項１２】
　更に、（Ｈ）（Ｈ－１）アルミノケイ酸塩、結晶性ケイ酸塩及びリン酸塩から選ばれる
１種以上の金属イオン捕捉ビルダー０質量％以上、９質量％以下、並びに（Ｈ－２）カル
ボン酸系高分子化合物から選ばれる金属イオン捕捉ビルダー０．１質量％以上、４質量％
以下を含有し、（Ｈ－１）と（Ｈ－２）の合計含有量が０．１質量％以上、９質量％以下
である、請求項１～１１の何れか１項記載の衣料用粉末洗剤成物。
【請求項１３】
　ＪＩＳ　Ｋ　３３６２：２００８記載の２０℃で測定する０．１質量％水溶液のｐＨが
８以上、１２以下である、請求項１～１２の何れか１項記載の衣料用粉末洗剤成物。
【請求項１４】
　請求項１～１３の何れかに記載の衣料用粉末洗剤組成物と水とを混合して調製した洗浄
液を用いて被洗浄物を手洗いする、手洗い洗濯方法。
【請求項１５】
　請求項１～１３の何れかに記載の衣料用粉末洗剤組成物と水とを混合して調製した洗浄
液に被洗浄物を浸漬した後、又は前記洗浄液を被洗浄物に塗布した後に、被洗浄物を手洗
いする、手洗い洗濯方法。
【請求項１６】
　衣料用粉末洗剤組成物と混合する水のドイツ硬度が５°ｄＨ以上である、請求項１４又
は１５記載の手洗い洗濯方法。
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